
に
か
ほ
市
探
検
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
は
、
秋
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
も
一
段
落
し
、
冬
の
足
音
が
聞
こ
え

始
め
る
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
だ
ま
だ
身
近

に
日
光
浴
を
楽
し
め
る
市
内
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

晴
れ
た
日
に
は
、
手
づ
く
り
弁
当
を
持
参
し
て

家
族
連
れ
で
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

場　　所　国道７号から県道仁賀保矢島館合線に入

って５分（横根集落内）

時　　間　８：３０～１７：１５（４／１～１１／３０）

入場無料　（グラウンドゴルフ貸出／子ども５０円、

大人１００円）

問 合 先　☎３７－３０７０

手入れの行き届いたきれいな芝生でグラウンドゴ

ルフなどが楽しめる公園。今の時期は紅葉の散策に

も適しています。隣接している曲屋「旧佐々木家住

宅」は、市の指定文化財で、中ではおいしい手打ち

そばも堪能できます。

場　　所　白瀬南極探検隊記念館向かい

入場無料　１年を通して開放しています

白瀬記念館や竹島潟に隣接した３１，０００　もあ

る公園で、実物大の船体「開南丸」やクジラの形

をした滑り台、ネット遊具、南極大陸のモザイク

タイル、湖面にせり出した水上ステージなど設備

がとても充実しています。小さいお子さん連れの

ご家族には絶好のピクニックスポットです。

場　　所　鳥海ブルーライン入り口近く

入場無料　１年を通して開放しています

一周１．２ｋｍの池の周囲を季節ごとにさまざまな

花が彩り、池の中央には２５ｍ吹き上げる３基の噴

水がある、花と水の公園。周辺には全天候型テニ

スコート、キャンプ場、遊歩道が整備されていま

す。池ではワカサギやコイ釣りも楽しめ、また、

周辺の芝生は起伏に富んだ地形をそのまま利用し

たグラウンドゴルフコースにもなっており、どな

たでも自由にプレーできます。
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秋
の
火
災
予
防
運
動
が
今
月
６
日

か
ら
同
１２
日
に
か
け
て
「
あ
な
た
で

す
　
火
の
あ
る
く
ら
し
　
見
は
り
役
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
内
一
斉
に
展
開

さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
運
動
で
は
、
次
の
重
点
目

標
を
掲
げ
て
各
種
の
啓
発
活
動
や
事

業
所
、
自
治
会
等
の
防
火
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
住
宅
防
火
」
「
い
の
ち

を
守
る
」
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

、　　
市
消
防
本
部
で
も
期
間
中
、
住
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
「
火
災
の
な

い
ま
ち
、
に
か
ほ
市
」
を
目
指
し
、

家
庭
や
地
域
の
防
火
対
策
を
重
点
に

各
種
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
運
動
期
間
中
、
次
の
時
間

に
サ
イ
レ
ン
、
半
鐘
が
鳴
り
ま
す
。

　
午
前
６
時
『
火
災
警
報
』
発
令

　
午
後
８
時
『
火
災
警
報
』
解
除

　　
　自

分
の
ま
わ
り
に
火
災
や
事
故
が

起
こ
る
と
、
あ
わ
て
て
正
確
に
通
報

で
き
な
い
も
の
で
す
。
通
報
す
る
際

に
は
、
あ
わ
て
ず
に
発
生
場
所
や
状

況
等
を
次
の
要
領
で
正
し
く
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

�
何
が
起
こ
っ
た
の
か

　
火
災
、
救
急
ま
た
は
救
助
事
故
な

の
か
明
確
に
。

�
ど
こ
で
発
生
し
た
の
か

　
字
名
、
番
地
や
近
く
の
目
標
物
な

ど
を
詳
し
く
。

�
ど
う
い
う
状
況
な
の
か

　
内
容
な
ど
を
正
確
に
。

�
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号

こ
れ
ら
の
こ
と
を
「
通
報
の
し
か

た
メ
モ
」
と
し
て
、
電
話
の
そ
ば
に

貼
っ
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
ち
ま
す
。

　
１０
月
１４
日
、
金
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
に
か
ほ
市
農
業
委
員
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
、
会
長

職
務
代
理
者
を
選
出
し
、
事
務
局
設

置
規
則
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る
委

員
と
議
会
や
各
農
業
団
体
か
ら
の
推

薦
を
受
け
て
選
任
さ
れ
た
委
員
か
ら

構
成
さ
れ
、全
委
員
４２
人
の
任
期
は
、

平
成
１８
年
９
月
３０
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

▽
会
長

　
　
　
大
須
賀
雄
治
郎
（
仁
賀
保
）

▽
会
長
職
務
代
理
者

　
　
　
小
　
林
　
　
豊
（
金
浦
）

▽
選
挙
に
よ
る
委
員

　
上
山
正
徳
、
鈴
木
良
治
、
佐
藤
敏

幸
、
菊
地
良
作
、
櫻
山
克
雄
、
須
藤

與
四
雄
、
齋
藤
久
江
、
金
木
晃
、
齋

藤
文
男
、
阿
部
稔
、
阿
部
静
夫
、
土

門
和
巳
、
豊
嶋
美
文
、
遠
藤
豊
（
以

上
仁
賀
保
）
、
須
田
良
一
、
池
田
宏
、

佐
々
木
和
元
、
佐
々
木
通
子
、
阿
部

正
幸
、
竹
坂
繁
、
齋
藤
勇
、
佐
藤
直
、

佐
々
木
孝
史
（
以
上
金
浦
）
、
須
藤

進
、
相
馬
正
人
、
高
橋
満
、
齋
藤
茂

雄
、
土
門
康
一
、
佐
藤
保
之
、
金
秀

一
、
齋
藤
喜
信
、
佐
藤
金
市
、
齋
藤

朝
次
郎
、
佐
藤
牧
雄
（
以
上
象
潟
）

▽
選
任
に
よ
る
委
員

　
横
山
喜
代
和
、
池
田
満
、
森
り
え

子
（
議
会
推
薦
）
、
加
藤
司
（
農
協

推
薦
）
、
齋
藤
光
治
（
共
済
推
薦
）
、

須
田
喜
代
久
（
土
地
改
良
区
推
薦
）

投票日　１１月１３日（日）　午前７時～午後７時（仁賀保第１１投票区は午後６時まで）

開票日　１１月１３日（日）　午後８時から象潟公民館２階大ホール

期日前投票　１１月７日（月）～１２日（土）　午前８時３０分～午後８時

　　　　　　象潟庁舎（象潟第１投票所～象潟第２１投票所の有権者）

　　　　　　金浦庁舎（金浦第１投票所～金浦第６投票所の有権者）

　　　　　　仁賀保むらすぎ荘（仁賀保第１投票所～仁賀保第１４投票所の有権者）

　　　　　　※入場券の裏面に期日前投票事由を記載しておくと、投票が早く済みます。

郵便投票　重度の身体障害者で「郵便投票証明書」の交付を受けている方は、自宅等で郵

便による不在者投票ができます。投票用紙等の請求期限は、１１月９日（水）までとな

りますが、請求・交付をすべて郵便で扱うため、早めに請求してください。

入場券郵送日　１１月６日（日）前後に郵送されますので、届かないときは選挙管理委員会事

務局にご連絡ください。

選挙公報郵送日　１１月１０日（木）ごろに郵送されますので、投票の参考にしてください。　

�　　●詳細は下記へお問い合わせください
　　　にかほ市選挙管理委員会事務局

　　　〒０１８－０１９２�にかほ市象潟町字浜ノ田１番地

 　　　電話番号　４３－７５０６　　Eメール　

１０
月
１２
日
、
金
浦
中
学
校
に
お
い

て
、
に
か
ほ
市
少
年
弁
論
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
４
中
学
校

の
代
表
１２
人
が
、
防
犯
・
防
火
・
交

通
の
３
部
門
で
熱
弁
を
振
る
い
ま
し

た
。
各
部
門
の
受
賞
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
防
犯
の
部
】

最
優
秀
賞
　
齋
藤
千
尋
（
象
潟
中
）

　
優
秀
賞
　
佐
藤
舞
子
（
仁
賀
保
中
）

　
優
良
賞
　
齋
藤
将
平
（
釜
ヶ
台
中
）

　
優
良
賞
　
伊
藤
将
満
（
金
浦
中
）

【
防
火
の
部
】

最
優
秀
賞
　
佐
藤
瑞
穂
（
仁
賀
保
中
）

　
優
秀
賞
　
佐
藤
浩
人
（
釜
ヶ
台
中
）

　
優
良
賞
　
今
野
広
夢
（
金
浦
中
）

　
優
良
賞
　
齋
藤
健
吾
（
象
潟
中
）

【
交
通
の
部
】

最
優
秀
賞
　
山
田
雅
浩
（
仁
賀
保
中
）

　
優
秀
賞
　
寒
河
江
奈
月
（
象
潟
中
）

　
優
良
賞
　
佐
々
木
慎
平
（
金
浦
中
）

　
優
良
賞
　
工
藤
雄
太
（
釜
ヶ
台
中
）

（
三
つ
の
習
慣
）

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

（
四
つ
の
対
策
）

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
災
製
品
を
使
用
す

る○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

《
重
点
目
標
》

�
住
宅
火
災
対
策
の
推
進

�
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

�
震
災
時
に
お
け
る
出
火
防
止
対

策
等
の
推
進



（　　　）
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２１
世
紀
は
、
情
報
化
、
そ
し
て
国
際
化
の
時
代
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
り
、
外
国
の
文
化
や
生
活
の
様
子
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
、

世
界
各
地
の
人
々
と
瞬
時
に
通
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
異
国
で
生
活
し
、
現
地
の
文
化
に
触
れ
、
人
々
と
直
接
交

流
す
る
こ
と
は
、
画
面
を
通
し
て
見
聞
し
た
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
貴
重
な

経
験
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
旧
３
町
で
は
、
地
域
の
将
来
を
担
う
、
視
野
の
広
い
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、

世
界
各
地
の
都
市
と
の
人
材
の
相
互
派
遣
を
中
心
と
し
た
、
国
際
交
流
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
を
始
め
と
す
る
交
流
の
中
で
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
何
を
体
験
し
て
き
た
の
か
、
最
近
の
活
動
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
金
浦
出
身
の
探
検
家
・
白
瀬
矗
中

尉
ゆ
か
り
の
地
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
に
あ

る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
博
物
館
。
こ
こ
で

平
成
３
年
に
開
催
さ
れ
た
「
南
極
展
」

に
白
瀬
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
４
年
、
金
浦
・

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
と
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
博
物
館
の
姉
妹
提
携
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
町
民
に
よ
る

視
察
研
修
や
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
中
学
生
と
金
浦
の
中
高
生
に
よ
る

交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
実
施
。

郷
土
の
偉
人
、
白
瀬
中
尉
の
足
跡
を

た
ど
っ
た
国
際
交
流
は
、
確
実
な
広

が
り
を
見
せ
、
白
瀬
ス
ピ
リ
ッ
ト
は

時
代
と
国
境
を
越
え
て
、
子
ど
も
た

ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

▲「開南丸」の模型が展示されているカンタ
　ベリー博物館。１５０年以上の歴史を誇る

齊藤　志保さん

　由利高校２年

　金浦・十二林

　　
白
瀬
南
極
探
検
９０
周
年
を
迎
え
た

平
成
１４
年
、
白
瀬
中
尉
が
半
年
に
及

ぶ
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
送
っ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ラ
ー
ラ
市
に
記
念
碑

が
設
置
さ
れ
、
除
幕
式
に
参
加
し
た

金
浦
の
中
高
生
が
、
４
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
「
金
浦
神
楽
」
を
披
露
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
齊
藤
志
保
さ

ん
は
、
当
時
の
訪
問
団
の
一
員
で
し

た
。�

「
外
国
語
が
話
せ
な
く
と
も
、
世
界

の
人
々
と
理
解
し
合
え
る
こ
と
。
そ

し
て
親
を
は
じ
め
家
族
の
あ
り
が
た

さ
。
当
時
中
学
生
だ
っ
た
私
が
、
家

を
離
れ
海
外
に
滞
在
し
た
数
日
間
で

学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　
あ
の
経
験
を
機
に
、
自
分
は
い
ろ

い
ろ
な
面
で
積
極
的
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
お
年
寄
り
な
ど
、
世
代
の

違
う
方
々
と
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
そ
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
所
属
し
て
い
る
由
利
高
校
民

謡
部
は
、
過
去
に
海
外
公
演
の
実
績

が
あ
り
、
韓
国
の
高
校
と
の
交
流
も

実
現
し
て
い
ま
す
。
自
分
も
頑
張
れ

ば
、
そ
ん
な
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
信

じ
て
、
今
は
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
」▲ニュージーランド先住民「マオリ族」の踊りと「金浦神楽」の交流（平成１４年）

●●

●

●
●

ショウニー市　Shawnee�

の
ぶ

き
ん
ぽ
う
か
ぐ
ら

し
　
ほ



▲１５周年記念のタイムカプセル。団員全員が
　記名した名簿を中に入れた

▲ショウニー市のシンボル「サンタフェ・デポ」の前で

▲アナコーテス市の消防署にて。滞在中は各地で温かく迎えられました

▲異文化交流の一環として設けられた「書道」コーナー

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
の
フ
ェ
ラ
イ
ト

工
場
が
あ
る
シ
ョ
ウ
ニ
ー
市
（
米
国

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
）
。
旧
仁
賀
保
町
と

は
、
平
成
２
年
に
姉
妹
都
市
提
携
に

調
印
し
ま
し
た
。

　
平
成
３
年
か
ら
は
、
毎
年
中
学
生

を
中
心
と
し
た
訪
問
団
の
相
互
交
流

を
重
ね
、
姉
妹
都
市
１５
周
年
を
迎
え

た
今
年
ま
で
、
は
る
か
太
平
洋
を
越

え
て
両
市
を
行
き
来
し
た
訪
問
団
員

は
延
べ
５
０
０
人
以
上
に
の
ぼ
り
ま

す
。

　
今
年
、
シ
ョ
ウ
ニ
ー
市
を
訪
れ
た

の
は
、
仁
賀
保
中
学
校
の
生
徒
１６
名
、

引
率
４
名
の
合
計
２０
名
。
９
月
２７
日

に
仁
賀
保
町
を
出
発
し
た
一
行
は
、

７
泊
８
日
の
日
程
で
親
善
大
使
の
役

割
を
果
た
し
た
あ
と
、
１０
月
４
日
、

元
気
に
「
に
か
ほ
市
」
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

「
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
を
初
体
験
。

何
を
す
る
に
も
『
ど
う
ぞ
お
先
に
』
。

こ
れ
だ
け
は
慣
れ
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
柏
倉
　
聡
美
（
２
年
）

「
楽
し
み
よ
り
不
安
が
大
き
い
自
分

た
ち
を
、
シ
ョ
ウ
ニ
ー
は
優
し
く
迎

え
て
く
れ
た
」

　
　
　
　
　
齋
藤
　
千
尋
（
２
年
）

「
初
め
て
仁
賀
保
を
一
週
間
離
れ
た
。

学
校
で
は
先
輩
、
後
輩
の
関
係
が
な

い
の
が
印
象
的
だ
っ
た
」

　
　
　
　
　
齊
藤
　
早
紀
（
２
年
）

「
練
習
し
た
ダ
ン
ス
が
う
ま
く
い
っ

て
良
か
っ
た
。
み
ん
な
で
踊
っ
た
仁

賀
保
音
頭
も
楽
し
い
思
い
出
」

　
　
　
　
　
斎
藤
　
花
絵
（
２
年
）

「
シ
ョ
ウ
ニ
ー
で
暮
ら
し
て
、
仁
賀

保
で
の
自
分
の
生
活
環
境
の
こ
と
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」

　
　
　
　
　
佐
藤
　
璃
穂
（
２
年
）

「
初
対
面
か
ら
優
し
く
親
し
く
し
て

く
れ
た
。
仁
賀
保
と
シ
ョ
ウ
ニ
ー
が

姉
妹
都
市
で
う
れ
し
い
」

　
　
　
　
　
原
　
美
帆
子
（
２
年
）

「
夢
で
あ
り
目
標
だ
っ
た
シ
ョ
ウ

ニ
ー
訪
問
。
自
分
の
中
で
何
か
が
変

わ
っ
た
気
が
す
る
」

　
　
　
　
　
佐
藤
　
瑞
穂
（
２
年
）

「
生
徒
は
自
由
だ
け
れ
ど
、
学
校
は

乱
れ
て
い
な
い
。
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
」

　
　
　
　
　
中
村
真
美
子
（
２
年
）

「
家
、
道
路
、
街
並
み
、
そ
し
て
食

料
ま
で
、
す
べ
て
が
堂
々
と
大
き
く

て
び
っ
く
り
し
た
」

　
　
　
　
　
巴
　
　
万
里
（
２
年
）

「
（
１５
周
年
記
念
の
）
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
開
け
る
と
き
に
、
ぜ
ひ
ま
た

こ
の
場
所
を
訪
れ
た
い
」

　
　
　
　
　
富
樫
　
　
優
（
２
年
）

「
バ
ス
か
ら
は
地
平
線
が
見
え
、
見

渡
す
限
り
大
陸
が
広
が
る
。
日
本
は

何
て
小
さ
い
の
だ
ろ
う
」

　
　
　
　
　
臼
井
　
　
将
（
２
年
）

「
災
害
な
ど
米
国
は
暗
い
話
題
が
多

い
の
に
、
出
会
っ
た
人
々
は
明
る
く
、

温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
」

　
　
　
　
　
佐
藤
　
伸
吾
（
２
年
）

「
英
語
で
自
在
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
通
訳
の
方
々
。
自
分

の
進
路
の
選
択
肢
が
増
え
た
」

　
　
　
　
　
菊
地
　
陽
介
（
２
年
）

「
さ
さ
い
な
体
験
の
一
つ
ひ
と
つ
が

貴
重
。
行
け
な
か
っ
た
み
ん
な
に
そ

れ
を
伝
え
る
の
が
僕
ら
の
仕
事
」

　
　
　
　
　
高
橋
　
智
信
（
２
年
）

「
教
会
で
な
ぜ
か
ロ
ッ
ク
を
聴
い
た
。

と
て
も
い
い
歌
で
、
歌
は
僕
ら
を
つ

な
ぐ
も
の
な
ん
だ
と
感
じ
た
」

　
　
　
　
　
今
野
　
俊
樹
（
２
年
）

「
辞
典
を
片
手
に
、
ホ
ス
ト
は
日
本

語
で
、
訪
問
団
は
英
語
で
伝
え
よ
う

と
す
る
姿
。
美
し
く
感
じ
た
」

　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
優
（
２
年
）

　
旧
象
潟
町
で
は
、
姉
妹
都
市
の
ア

ナ
コ
ー
テ
ス
市
（
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
）
や
友
好
都
市
の
諸
曁
市
（
中
国

浙
江
省
）
、
交
流
都
市
の
シ
ナ
イ
ア

市
（
ル
ー
マ
ニ
ア
共
和
国
）
な
ど
と

交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
と

は
、
平
成
６
年
に
「
日
米
子
供
交
流

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
８

年
に
は
姉
妹
都
市
提
携
に
調
印
。
双

方
の
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
始

め
と
す
る
派
遣
交
流
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
８
月
に
は
、
象
潟
中
学
校
の

生
徒
１２
名
と
引
率
３
名
、
一
般
５
名

が
９
泊
１０
日
の
日
程
で
渡
米
。
現
地

市
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
た
く
さ

ん
の
友
情
と
思
い
出
を
得
る
と
と
も

に
、
姉
妹
都
市
交
流
の
歴
史
に
新
た

な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

「
自
由
な
ア
メ
リ
カ
。
そ
の
分
み
ん

な
自
立
し
て
い
て
、
家
族
の
た
め
に

必
ず
何
か
を
手
伝
っ
て
い
た
」

　
　
　
　
　
佐
藤
そ
の
み
（
１
年
）

「
初
め
て
の
野
球
観
戦
が
ア
メ
リ
カ
、

し
か
も
イ
チ
ロ
ー
が
見
ら
れ
る
な
ん

て
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
　
　
　
　
佐
々
木
聖
佳
（
１
年
）

「
朝
食
は
少
し
で
、
昼
と
夜
は
外
食

が
多
く
、
間
食
も
た
く
さ
ん
。
食
生

活
は
日
本
の
ほ
う
が
い
い
と
思
う
」

　
　
　
　
　
k
橋
　
萌
子
（
１
年
）

「
初
対
面
で
も
親
し
く
な
れ
る
よ
う
、

笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
日
本

人
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
」

　
　
　
　
　
佐
藤
　
拓
真
（
２
年
）

「
一
日
一
日
が
楽
し
く
、
良
い
経
験

も
で
き
、
文
化
の
違
い
も
分
か
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
」

　
　
　
　
　
今
野
　
真
洋
（
２
年
）

「
将
来
も
っ
と
外
国
の
こ
と
を
勉
強

し
て
、
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
民
の
よ
う

な
素
敵
な
人
々
と
関
わ
り
た
い
」

　
　
　
　
　
佐
藤
は
つ
み
（
２
年
）

「
（
別
れ
の
時
に
）
こ
ん
な
に
泣
け

る
く
ら
い
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
」

　
　
　
　
　
伊
藤
も
も
子
（
２
年
）

「
い
ろ
い
ろ
と
体
験
で
き
、
勉
強
に

な
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
。
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
国
に
行
っ
て
み
た
い
」

　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
巴
（
２
年
）

「
（
ホ
ス
ト
は
）
一
生
懸
命
日
本
語

で
話
そ
う
と
辞
典
な
ど
で
調
べ
た
り

し
て
、
と
て
も
や
さ
し
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
梶
原
　
大
夢
（
３
年
）

「
国
も
言
葉
も
違
う
人
た
ち
と
友
だ

ち
に
な
れ
た
こ
と
は
、
最
高
の
思
い

出
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
体
験
」

　
　
　
　
　
齋
藤
　
良
馬
（
３
年
）

「
家
族
の
素
晴
ら
し
さ
、
日
本
食
の

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
。
成
田
で
飲
ん

だ
お
茶
、
う
ま
か
っ
た
な
あ
」

　
　
　
　
　
成
田
　
峻
也
（
３
年
）

「
言
葉
は
違
っ
て
も
、
あ
ん
な
に
仲

良
く
な
れ
る
、
あ
ん
な
に
楽
し
く
笑

い
合
え
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
」

　
　
　
　
　
猿
田
　
莉
奈
（
３
年
）

国際交流



１０月１４日、象潟公民館を会場に、第１２回きさ

かた全県少年少女俳句大会が開催され、入選句が

発表されました。

今年は全県から３，０５９句の応募があり、宮本秀

峰氏（『寒椿』所属・現代俳句協会秋田県支部理

事）と須田喜代子氏（俳人協会会員・『曲水』同

人）が選考した結果、各部門それぞれ特選３、秀

逸１５、佳作３０の入選句が決まりました。宮本氏は

「大人にはない、素直で新鮮な作品が多かった」

と選評。市内の学校からは特選にそれぞれ１句が

選ばれました。

ことしで１１回目を迎えた鳥海山にブナを植える会

（須田和夫会長）主催の植樹会が１０月２２日、鳥海山

３合目・霊峰公園付近で行われました。

植樹会には、県内外の会員を中心に家族や友人ら

とともに約１１０人が参加し、５１０本の苗木を１本１本

丁寧に植えました。

同会は、戦後の大伐採で荒廃してしまった鳥海山

ろくのブナの原生林を再生し、環境保全を図ること

を目的として活動を始め、昨年には２万本の植樹を

達成しています。

１０月２２日、金浦中学校では「Ｖｉｖａ Ｌａ Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

～力を合わせて～」をスローガンに文化祭が行われ

ました。

同校文化祭では、英語暗唱弁論やクラス対抗の合

唱コンクール、演劇など、休み時間や放課後を利用

して練習した成果を存分に発表。生徒らの頑張りを

ひと目見ようと、多くのＰＴＡや地域住民が集まり

ました。

合唱コンクールでは、全校生徒による合唱も披露

され、美しいハーモニーが会場の体育館内に響き渡

りました。

１０月２２日、象潟町観光案内人協会でにかほ市

民を対象とした中島台獅子ケ鼻湿原トレッキン

グを開催しました。

これは、同協会が新たに市内の方々から案内

人を養成しようと開いたもので、秋晴れのもと、

紅葉が始まった奇形ブナなどが群生する獅子ケ

鼻湿原を散策しました。

同湿原を案内人と一緒に訪れるのは初めてと

いう人が多く、日本一の奇形ブナ「あがりこ大

王」や全国でも珍しい「鳥海マリモ」など不思

議の宝庫を堪能したようでした。

【
小
学
生
の
部
】

特
選
　
五
月
晴
れ
だ
て
ま
さ
む
ね
が
お
で
む
か
え

【
中
学
生
の
部
】

特
選
　
夕
焼
け
に
染
ま
る
や
君
の
白
い
頬

院内小６年

齋藤　梓さん

仁賀保中２年

佐々木友里さん

　小学校入学を半年後に控えた児童の就学時健診が、

このほど市内各校で行われました。

　このうち仁賀保公民館では、１０月１９日、仁賀保地

域の４校に入学予定の１１０人が集まり、内科・歯科

健診や視力・聴力検査などを受診。保護者に手を引

かれた子どもたちは、「漢字や算数の勉強が楽しみ」

「学校まで歩く練習したよ」と、もうすでに小学生

気分で話してくれました。

　市内では、このほかに象潟地域で１０６人、金浦地域

で４９人の一年生が来春、誕生予定です。

　１０月２２日、平沢小学校でマラソン大会が行わ

れ、グラウンドを発着点とした公道コースに、

全校児童約４５０人が挑みました。

　沿道では、保護者や地域の方々が拍手と声援

を送ったほか、道行くドライバーもしばし車を

止め、笑顔で子どもたちを見守っていました。

　応援を受けた途端に猛然とスパートする子、

思い通りの結果が出ずにゴール後に涙する子な

ど、ちびっ子ランナーたちの熱気が、雨雲を吹

き飛ばしたようでした。

ゆ　り あずさ



◇ 

仁
賀
保
地
域�

場
所
　
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
ス
マ
イ
ル
」

◎
４
・
７
カ
月
児
健
診

期
日
　
１１
月
１１
日

受
付
　
▽
４
カ
月
児
…
午
後
０
時
４０

分
〜
５０
分
▽
７
カ
月
児
…
午

後
１
時
〜
１
時
１０
分

対
象
　
１７
年
４
月
、
７
月
生
ま
れ

◇ 

金
浦
地
域�

場
所
　
金
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

�
２
歳
６
〜
８
カ
月
児
健
診�

期
日
　
１１
月
１５
日
　

受
付
　
午
後
０
時
５０
分
〜
１
時

対
象
　
１５
年
３
月
〜
５
月
生
ま
れ�

�
４
、
７
、
１０
、
１２
カ
月
児
健
診�

期
日
　
１１
月
１６
日

受
付
　
▽
４
カ
月
児
…
午
後
０
時
５０

分
〜
１
時
▽
７
カ
月
児
…
午

後
１
時
〜
１
時
１０
分
▽
１０
カ

月
児
…
午
後
１
時
２０
分
〜
１

時
３０
分
▽
１２
カ
月
児
…
午
後

１
時
２０
分
〜
１
時
３０
分

対
象
　
１６
年
１１
月
、
１７
年
１
月
、
４

月
、
７
月
生
ま
れ

※
４
月
・
７
月
生
ま
れ
の
乳
児
は
離

乳
食
講
習
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

象
潟
地
域�

場
所
　
象
潟
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分

�
４
歳
児
健
診�

期
日
　
１１
月
１０
日

対
象
　
１３
年
８
月
〜
１０
月
生
ま
れ

�
３
歳
児
健
診�

期
日
　
１１
月
１１
日

対
象
　
１４
年
８
月
〜
１０
月
生
ま
れ

�
１
歳
６
カ
月
児
健
診�

期
日
　
１１
月
１４
日

対
象
　
１６
年
２
月
〜
４
月
生
ま
れ

期
日
　
１１
月
８
日

受
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

場
所
　
ス
マ
イ
ル

対
象
　
仁
賀
保
地
域
に
在
住
の
６５
歳

以
上
の
方

期
日
　
１１
月
７
日
　
、
１４
日
　
、
２１

日
　
、
２８
日
　

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜�

場
所
　
金
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

期
日
　
１１
月
９
日
　

受
付
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
　
象
潟
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
象
潟
地
域
在
住
の
４０
歳
以
上

で
、
こ
と
し
未
受
診
の
方

料
金
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
６
０
０
円
、
痰

の
検
査
（
問
診
の
結
果
で
必

要
な
人
）
１
、
０
０
０
円

期
日
　
１１
月
７
日
　�

受
付
　
正
午
〜
午
後
０
時
３０
分

場
所
　
象
潟
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容
　
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

期
日
　
１１
月
１６
日
　

受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
２０
分

場
所
　
ス
マ
イ
ル

対
象
　
生
後
３
カ
月
以
上
で
定
期
の

回
数
（
２
回
）
を
終
了
し
て

い
な
い
乳
幼
児

期
日
　
１１
月
２９
日
　
か
３０
日
　
の
い

ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
を
選

ん
で
く
だ
さ
い

時
間
　
午
前
１０
時
〜

内
容
　
愛
妻
弁
当
、
子
供
に
喜
ば
れ

　
　
　
る
お
か
ず
等
６
回
１
ク
ー
ル

　
　
　
（
う
ち
１
回
は
運
動
）

場
所
　
金
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
金
浦
地
域
在
住
の
方

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん

申
込
先
　
１１
月
１５
日
　
ま
で
金
浦
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
る
６５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

市
で
は
２
、
２
５
８
円
を
負
担
し
ま

す
。�

実
施
医
療
機
関
　
県
内
医
療
機
関

自
己
負
担
　
各
医
療
機
関
で
異
な
り

ま
す
の
で
確
認
が
必
要
で
す
。

由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
で

接
種
し
た
場
合
の
自
己
負
担

は
１
、
７
０
０
円
で
す
。

申
込
先
　
各
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
Ｈ
１８
年
１
月
３１
日
ま
で

※
６０
歳
〜
６４
歳
の
慢
性
高
度
心
臓
・

肺
・
腎
臓
機
能
不
全
者
（
各
身
障

手
帳
１
級
相
当
）
の
方
は
、
各
地

域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
民
部
健
康
福
祉
課
健
康

増
進
係（
☎
３２
―
３
０
０
８
）

日
時
　
１１
月
１９
日
　

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

講
師
　
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部

教
授
　
小
林
義
典
氏

場
所
　
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

申
込
先
　
１１
月
１０
日
　
ま
で
由
利
地

域
振
興
局
福
祉
環
境
部
健
康

増
進
班（
☎
２２
―
４
１
２
２
）

�

た
ん

県民スポーツ大会

／９月１０日・１１日、北秋田市

◆準決勝　象潟　６３－６２　大雄村

◆決　勝　象潟　７４－７３　湯沢市

軟式野球競技 【一般Ｂ】

◆１回戦�

　秋 田 県　　２－４　　神奈川県

（金浦クラブ）　　　 （NKK TUBES）

バレーボール競技 【成年女子／９人制】�

◆１回戦　

　　　　　　　　１７－２１�

　　　　　１　　２１－１７　　２　　

　　　　　　　　１８－２１　

　　　

陸上競技【少年女子／円盤投げ】

◆決勝　１４位　佐藤まりえ　３８ｍ８３

　　　　　　　（本荘高３年／仁賀保・三森）�

第６０回国民体育大会秋季大会

／１０月２２日～２７日・岡山県総社市ほか

１回戦　ＴＤＫ　３－０　金沢ＳＣ（北信越）

２回戦　ＴＤＫ　０－０（ＰＫ４－３）�

　　　　　　　　　　　　ＦＣ町田ゼルビア（関東）

準々決勝　ＴＤＫ　２－０　静岡ＦＣ（東海）�

準決勝　ＴＤＫ　１－１（ＰＫ２－４）�

　　　　　　　　　　　　新日鉄大分（九州）

〔　　　　〕

第４１回全国社会人サッカー選手権大会（兼国体

リハーサル大会）／１０月１４日～１９日・兵庫県三

木市ほか

※ＴＤＫは１０月１６日まで行われた東北社会人リー

グを４連覇。ＪＦＬ（日本フットボールリーグ）入

りを目指して、第２９回全国地域リーグ決勝大会

（１１月２５日～高知県ほか）に出場します。�

本荘由利中学校駅伝大会

／１０月１５日・由利本荘市西目周回コース

◆チーム成績

　男子　優　勝　仁賀保中Ａチーム

　女子　準優勝　仁賀保中Ａチーム

◆個人区間賞

　男子　１区　奥山　　司（仁賀保中３年）

　　　　２区　鈴木　康裕（仁賀保中３年）�

　　　　５区　馬場　智也（仁賀保中３年）

　　　　　　　佐藤　勇汰（金浦中２年）※同タイム

　　　　６区　池田　　圭（象潟中３年）

　女子　２区　戸蒔奈美子（仁賀保中３年）�

秋田県

（ＴＤＫ）

鹿児島県

（鹿児島銀行）

▲男女とも健闘した仁賀保中学校

（火）

（火）
（火）

（火）

（火）

（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

（木）

（木）

（木）

（金）

（金）

（金）

（土） （土）
（日）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）



思
い
切
り
汗
を
か
い
て
、
日
ご
ろ

の
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

た
い
方
、
子
育
て
の
情
報
交
換
も
し

て
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
１１
月
１７
日
　
　
午
前
１０
時
〜

会
場
　
仁
賀
保
公
民
館
２
階
講
堂

　
　
　
（
む
ら
す
ぎ
荘
）

対
象
　
に
か
ほ
市
内
の
幼
稚
園
、
保

育
園
、
未
就
学
児
の
保
護
者

参
加
料
　
無
料

講
師
　
海
老
名
真
紀
さ
ん

準
備
物
　
内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル

※
託
児
が
必
要
な
場
合
は
申
し
込
み

の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
１１
月
１４
日
　

問
合
・
申
込
先
　
仁
賀
保
公
民
館

　
　
　
（
☎
３７
―
３
１
２
１
）

日
時
　
１１
月
９
日
　
・
１６
日
　

　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

場
所
　
仁
賀
保
公
民
館

種
目
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
仁
賀
保
公
民
館

　
　
　
（
☎
３７
―
３
１
２
１
）

日
時
　
１１
月
２７
日
　

　
　
　
開
会
式
　
午
前
９
時
〜

場
所
　
象
潟
体
育
館

チ
ー
ム
編
成
　
男
４
人
女
５
人
の
混

成
チ
ー
ム
で
、
高
校
生
２
人

以
内
の
参
加
を
認
め
る
。�

申
込
・
問
合
先
　
要
項
・
申
込
書
を

各
町
内
会
長
へ
配
布
し
ま
す

の
で
、
各
地
区
等
単
位
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
１１
月
２２

日
　
ま
で
象
潟
体
育
館
（
☎

３３
―
８
８
５
５
）
へ
。

日
時
　
１１
月
２７
日
（日）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
仁
賀
保
体
育
館

　
　
　
（
む
ら
す
ぎ
荘
）

出
場
資
格
　
▽
仁
賀
保
地
域
住
民
ま

た
は
同
地
域
の
職
場
の
勤
務

者
▽
仁
賀
保
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
員
▽
中
学
生
以

上
男
子
現
役
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
は
除
く

チ
ー
ム
編
成
　
一
般
社
会
人
の
男
子

と
女
子
で
チ
ー
ム
編
成
。
選

手
が
不
足
の
場
合
、
中
学
生

以
上
の
出
場
を
認
め
る

代
表
会
議
　
１１
月
１８
日
　
午
後
６
時

か
ら
仁
賀
保
公
民
館

申
込
・
問
合
先
　
１１
月
１５
日
　
ま
で

仁
賀
保
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
・
小
松
（
☎
３５
―
３

１
２
５
）
か
佐
々
木
（
☎
３５

―
３
２
８
７
）
へ
。

　
仁
賀
保
幼
稚
園
で
は
、
来
年
度
の

入
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
園
児
募
集
】

募
集
期
間
　
▽
第
一
次
＝
１１
月
１２
日

　
ま
で
　
▽
第
二
次
＝
１１
月

１４
日
　
〜
１２
月
２０
日
　

対
象
年
齢
　
３
歳
〜
５
歳�

【
一
日
入
園
】

期
日
　
１２
月
２４
日
　

【
入
園
説
明
会
】

期
日
　
平
成
１８
年
１
月
２４
日
　�

※
併
設
の
「
仁
賀
保
ベ
ビ
ー
保
育
園
」

も
入
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
先
　
仁
賀
保
幼
稚
園

　
　
　
　
（
☎
３６
―
２
４
７
９
）

採
用
予
定

▽
臨
時
保
育
士
５
人
（
常
勤
）

▽
臨
時
調
理
師
２
人
（
常
勤
）

※
４
月
１
日
か
ら
勤
務
予
定

受
験
資
格
　
有
資
格
者
で
満
４０
歳
ま

で
の
人

申
込
期
限
　
１１
月
１９
日
　

申
込
・
問
合
先
　
仁
賀
保
保
育
会

　
　
　
（
☎
３２
―
３
２
０
０
）

成
分
献
血
は
、
採
血
時
間
（
１
時

間
程
度
）
等
の
関
係
上
、
人
数
に
限

り
が
あ
り
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
事
前
に
申
し
込
み

が
な
い
場
合
で
も
、
当
日
予
定
時
間

に
欠
員
が
生
じ
た
り
、
定
員
が
不
足

し
て
い
る
場
合
等
は
、
当
日
で
も
受

け
付
け
し
ま
す
。

日
時
　
１１
月
２１
日
　
　

　
午
前
１０
時
〜
正
午
　

　
午
後
１
時
〜
４
時�

場
所
　
市
役
所
仁
賀
保
庁
舎

問
合
先
　
市
福
祉
事
務
所
総
務
係

　
　
　
　
（
☎
３２
―
３
０
３
４
）

日
時
　
１１
月
１２
日
　

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所
　
由
利
組
合
総
合
病
院

内
容
　
救
急
隊
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
医

療
・
介
護
等
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

農
産
物
等
即
売
コ
ー
ナ
ー
等

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
由
利
組
合
総
合
病
院
総
務

課
（
☎
２７
―
１
２
０
０
）

�

　日
時
　
１１
月
６
日

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

場
所
　
エ
ニ
ワ
ン
（
金
浦
）

講
師
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
紫
波
み
ら
い
研
究

所
所
長
・
高
橋
米
勝
氏
（
岩

手
県
）
　
　
金
山
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
実
践
研
究
会
会
長
・
沼

沢
道
也
（
山
形
県
）

問
合
先
　
オ
ラ
ン
の
会
・
松
原

　
　
　
　
（
☎
３２
―
４
０
７
１
）

日
時
　
１１
月
１９
日

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
仁
賀
保
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
発
表

　
　
　
　
（
歌
詞
・
作
曲
・
歌
唱
）

　
　
　
曲
数
３１
曲

入
場
料
　
大
人
／
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
／
無
料

※
演
奏
　
に
か
ほ
ブ
リ
ー
ズ

問
合
先
　
に
か
ほ
オ
リ
ジ
ナ
ル
愛
唱

会
事
務
局
・
後
藤
（
☎
３２
―

３
０
７
２
）

市では、夏から秋にかけて新た

に被害を受けた松くい虫被害木

（夏枯れ）の駆除を行います。

早期駆除を円かつに進めるため、

山林等で所有者が特定できない場

合であっても、市で伐採・搬出を

行うことがあります。被害の拡大

を防ぐため、皆さんのご理解とご

協力をお願いします。

また、枯れきった被害木のうち、

危険を伴う被害木の除去、景観保

全を目的に、枯れ松の伐倒も同時

に行います。主に主要道路（県道

等）周辺を範囲として、搬出は行

いません。

問合先　市産業建設部農林課林務

係（☎３８―４３０３）

３日（木）

６日（日）

１３日（日）

２０日（日）

２３日（水）

２７日（日）

金 病 院

木村医院

伊藤医院

すずらん診療所

神坂医院

さいとうクリニック

☎４３－５５２２

☎４３－３３０８

☎４３－４１７１

☎６２－８０６５

☎４３－３１０８

☎４３－３１０５

診察時間　午前９時～正午

期　日　１１月５日（土）

時　間　　午前１０時～１１時３０分

　　　　　午後１時３０分～３時

対象者　来館者

参加費　無料（入館料は必要です）

日　時　　１１月１２日（土）

　　　　　午後１時～４時

　　　　　１１月１３日（日）

　　　　　午前９時～正午

場　所　スマイル２階コンベンシ

ョンホール

参加費　無料

　西目川橋梁架設工事のため、次の期間中

全面通行止めとなりますので、ご理解とご

協力をお願いします。

期間　１１月４日（金）～１５日（火）

場所　由利本荘市西目町西目字笹越地内

通
行
止
め
個
所

　
（
約
４０
ｍ
区
間
）

う
回
路

●

井岡公民館

至
柴
田
牧
場↓

田高
井岡

↑至西目小学校

←至国道
　　　７号

（火）

（火） （火）

（火）

（水）

（水） （木）

（金）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（日）

（日）

（月）

（月）

（月）



１０月１日～１０月１５日届け出分
掲載を希望されない方は、届け出の
際にお申し出ください。（　　　　　　　　 　）

定期救命講習会（９：００～にかほ市消防署）

おもちゃライブラリー（１０：００～科学館）

おもちゃライブラリー（１０：００～科学館）

おもちゃライブラリー（１０：００～科学館）

第３回『おくのほそ道』朗読コンテスト象潟大会（１３：００～象潟公民館）
象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター　休館日

鳥海ブルーライン閉鎖（１０：００）※天候次第で早まる場合があります
みんなの登校日（金浦中～１１日、小出小・院内小～１２日）

トレーニング室利用者講習会
（１８：００～仁賀保勤労青少年ホーム）

税を考える週間（～17日）

にかほ市長選挙投票日

第１１回全日本フットサル選手権秋田県大会
（象潟体育館　～１３日）

第７回象潟奥の細道短剣道東北大会（象潟体育館）

仁賀保高原施設今シーズンの営業終了
（ひばり荘・サイクリングターミナル・キャンプ場）

夜のアクアビクス教室（１９：００～象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター）

仁賀保地域母子健康相談日（１３：００～１５：００スマイル）
みんなの登校日（金浦小～１２日）

金浦地域健康相談日（９：３０～１１：００金浦保健センター）
みんなの登校日（象潟中～１９日、象潟小・上郷小～１８日）

仁賀保地域心の健康相談日（１３：００～１５：００スマイル）

象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター（１8：００閉館）
にかほ市民文化祭２００５（～６日）

青空市（１２：００～ＪＡ秋田しんせい象潟支店）

　受講したい教室が見つかりましたらお申し込みく

ださい。

申 込 先　仁賀保公民館「むらすぎ荘」　３７－３１２１

募集期間　１１月１日（火）～１０日（木）

●時　間　午前１０時～午後３時�

●会　場　仁賀保公民館「むらすぎ荘」集会室�

●受講料　テキスト代実費（各２，０００円程度）

●定　員　各コースとも１５人（申込者が多い場合

は、再受講者にご遠慮願う場合があり

ますのでご了承ください）

開催日　　　　　開　設　コ　ー　ス

１１／１６（水）�

　　１７（木）�

　　１８（金）

　 はじめてコース（はじめてパソコ

ンに挑戦する方向け）基本的な技能

をゆっくり学べるコースです。

１１／２２（火）

　　２４（木）

　　２５（金）

１１／３０（水）

１２／１（木）

　　２（金）

　 Ｗｏｒｄコース（ある程度文字入力

ができる方向け）文字入力文書の作

成・編集、罫線機能と表の作成、ワ

ードアートなどを学びます。

　Ｅｘｃｅｌコース（ある程度文字入力が

できる方向け）Ｅｘｃｅｌの基礎知識、

データの入力・編集、表計算機能な

ど日常よく使う機能を学びます。

●時　間　講習／午前１０時～正午

　　　　　パソコン開放／午後１時～午後４時

●会　場　仁賀保公民館「むらすぎ荘」集会室

●講　師　荒川定敏先生�

●受講料　無料�

●定　員　１４名（各回ごとに申し込み）

Ｗｏｒｄで年賀状

メールでクリスマスカードを送ろう

Ｅｘｃｅｌで家計簿㈼

インターネットでにかほ市の施設を
利用しよう

Ｅｘｃｅｌで家計簿㈽

　今人気のビーズを使って、アクセサリーや小物

を作ってみませんか。１回の講習で１作品を作り

ますので、お好きなコースをお選びください。

●時　間　午後１時～３時�

●会　場　仁賀保公民館「むらすぎ荘」

●講　師　増村律子先生�

●受講料　材料代実費（各コース１，０００円程度）

●定　員　１０人程度

　基本編「めがねコード」をつくろ

う！テグスに通すだけの簡単なもの

です。

　練習編「携帯ストラップ」をつく

ろう！テグスで基本のハの字編みを

します。

　応用編「指輪」をつくろう！ハの

字編みの応用編で指輪をつくります。

　ゲビンデとは、ドイツ語で木の実やスパイスを

使った飾り物という意味です。

　今回は、全２回コースでクリスマスリースをつ

くります。

●時　間　午後６時～午後８時�

●会　場　仁賀保公民館「むらすぎ荘」�

●講　師　平澤美智子先生�

●材料代　１，０００円程度

●定　員　１０人程度

パーツづくり

　木の実やスパイス、ビーズ、ワイ

ヤーなどを使って、クリスマスリー

スのパーツを手作りします。

開催日　　　　　開　設　コ　ー　ス

１１／１５（火）

１２／２０（火）

１／１７（火）

２／２１（火）

３／２２（水）

開催日　　　　　　　内　　　　容

１１／２１（月）

１２／５（月）

開催日　　　　　開　設　コ　ー　ス

１１／１７（木）

１２／１５（木）

１／１９（木）

リースの組み立て

　１回目で作ったパーツを組み立て

てクリスマスリースを完成させます。

※応募された方には、後日あらためてご案内します。
※学習日は、他行事との関連で一部変更になることも
あります。�
※応募者が少数の場合は、開講を見合わせることがあ
ります。�
※託児が必要な方は申し込みの際にご相談ください。

文化の日


